
令和５年度第１回徳山中央病院地域連絡協議会 議事概要 

 

【日時】令和５年７月１３日（木）１９：００～１９：３０ 

【場所】ＪＣＨＯ徳山中央病院本館１１階会議室 

 

【次第】 

  １．開会挨拶 

  ２．委員紹介 

  ３．議題 

  （１）徳山中央病院の現状報告 

  （２）５月連休の救急外来状況および直近３ヶ月の病床利用率 

  （３）新型コロナウイルス感染症の院内状況について 

  （４）各委員からの要望等について 

  （５）その他 

  ４．閉会挨拶 

 

【出席者】 

    前田 和成  （山口県周南健康福祉センター所長） 

    末永 和宏  （周南市役所健康医療部長） 

    津永 長門  （徳山医師会会長） 

    河村 誠   （徳山歯科医師会会長） 

    岡田 好洋  （徳山薬剤師会会長） 

    中村 悟   （周南市立新南陽市民病院事務局長） 

    西岡 浩司  （徳山医師会病院事務長） 

    小林 展衣  （周南社会福祉協議会事務局長） 

    進賀 研次郎 （周南市社会福祉事業団事務局次長） 

    大山 政男  （周南市自治会連合会会長） 

    難波 利光  （周南公立大学福祉情報学部長） 

    沼 文隆   （ＪＣＨＯ徳山中央病院院長） 

    三井 博   （ＪＣＨＯ徳山中央病院副院長） 

    原田 有彦  （ＪＣＨＯ徳山中央病院副院長） 

    萩野 勝司  （ＪＣＨＯ徳山中央病院事務部長） 

    西村 綾子  （ＪＣＨＯ徳山中央病院看護部長） 

    欠席者なし 

 



【議事概要】 

 （１）徳山中央病院の現状報告 

  ・令和３・４年度、令和５年度４～６月の診療実績を比較しながら報告した。 

 

 （２）５月連休の救急外来状況および直近３ヶ月の病床利用率 

  ・令和５年５月連休の救急外来状況について、前年度と比較しながら報告した。 

  ・直近３ヶ月の病床利用率について、前年度と比較しながら報告した。 

 

（３）新型コロナウイルス感染症の院内状況について 

 ・新型コロナウイルス感染症での入院患者数や発熱外来の受診者数について報告した。 

 

 （４）各委員からの要望について 

  （意見） 

    病病連携をしっかり今後進めていけたらと思っている。 

周南ケアネットが５年前から始まっているが、他の医療圏の状況をみると５年経

つと辞めているところも多い。医師会（徳山・下松・光）で今後検討していく。決ま

ったら報告をする。 

  （意見） 

    新南陽市民病院は５類移行後、本来の病院機能を取り戻していく所でベッドコン

トロールに取り組んでいる。ＤＰＣ病棟 100床と地域包括ケア病棟 50床で、引き続

き病病連携ということで、連携をしっかりさせていただきたい。 

  （質問） 

    徳山中央病院は、かかりつけ医・診療所へ紹介していっているという認識でよろし

いか。 

  （回答） 

    基本的に外来は当院でなければならない方・当院が適している方以外は、開業医の

先生方へ紹介をしていく方針としている。 

  （意見） 

    口腔外科があるので助かっている。有病者が多いので、外科処置をお願いするのに

助かっている。 

  （質問） 

    来年度から働き方改革が始まるが、対策・取り組みについてはどうか？ 

  （回答） 

    Ｂ水準が４月が約３０人くらい。すぐには無理なので、時間外の時間短縮計画を立

てて、いずれはＡ水準に持って行くようにしないといけないが、一度にはできない。



救急を断るわけにもいかない。医者の数を増やせばいいといわれても、簡単に経営上

いくわけでもない。色々考えている。今までどおりにはいかないと痛感している。で

きるだけ高度急性期の方に充実させていこうと思っている。 

  （意見） 

    周南市のみならず県東部の要の病院として期待している。県の感染症に関する予

防計画の策定を予定している。いろいろと依頼することがでてくると思うが、引き続

き協力をお願いしたい。 

  （意見） 

    令和４年度から鹿野診療所に常勤医師が１人来られた。緩和ケアの研修、大津島診

療所の医師・看護師の派遣、感謝している。へき地医療について引き続き協力をお願

いしたい。 

  （意見） 

    福祉現場としては、５類移行後も以前と変わらず感染予防の対策に努めている。３

年間地域の困りごとも様変わりしており、高齢問題＋個別対応しないといけないも

のが非常に増えている。 

医療と福祉と協力し合って困りごとに対応していけたら良いと思う。 

  （意見） 

    入居者のコロナは収束していないので相談をさせていただいている。職員の健診

含めて協力をお願いしたい。 

  （質問） 

    市民の皆様から、時間がかかるという話をよく聞くが、今は改善されているか？ 

  （回答） 

    １００％改善されている訳ではないが、努力している。 

  （意見） 

    来年度から周南公立大学に人間健康科学部ということで、看護・スポーツ・福祉の

新しい学部を設立し、他業種他職種連携といった面で、関係をより深め、社会を支え

ていく場を共に作っていけるような形ができればと考えている。 

 

（５）その他 

  （事務局からの連絡） 

委員の氏名と役職を病院ホームページ等に公開することをご了承いただく。 

議事録とご意見に対する対応状況についても公開していく。 

次回は来年２月頃を予定。 

以上 


